
　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる コンビニ（店長） ・長かった冬も終わり、徒歩で来店する客も増えている。複
数の店舗を経営しているが、競合が減ってきたので売上が上
がっている。消費税増税後の影響もあまり無いことが予想さ
れるので、更なる売上向上が見込める。

やや良くなる その他専門店［酒］
（経営者）

・気候も良くなり、大きな祭りも控えているので、そこに大
きな期待を寄せている。飲食店に関してはまだまだ不透明な
所が多く、消費税増税がどこまで影響を及ぼすのかが分から
ない。ただ、少なからず今月よりは良くなると考えている。

高級レストラン（支配
人）

・消費税増税関連の動向も静まる。また、スポーツ観戦の時
期になることや季節需要により、飲食、観光もやや持ち直
す。

観光型ホテル（経営
者）

・５月を除いてやや良好である。東日本大震災後一度離れた
客も、４年目を迎え、再度の来館の兆しがある。また、同窓
会などの集会は相変わらず強い。

観光名所（職員） ・今期より再開するイベントなどもあり、これから来客数が
上向いてくると見込んでいる。

住宅販売会社（経営
者）

・戸建て受注は緩慢だが、輸出関連製造業の大型建物に伴う
千坪単位の土地需要がある。また、ロードサイド店出店用地
の需要も伸びている。

変わらない 一般小売店［医薬品］
（経営者）

・当店は景気にあまり左右されない客が多いので変わらな
い。駆け込み需要で３月に売れた分、少し落ちはするが、悪
くない傾向が続く。

一般小売店［寝具］
（経営者）

・消費税増税の影響が続く。

スーパー（営業担当） ・消費税増税後の耐久消費財や高額商品の消費落ち込みが、
３か月以上長引く可能性もある。

スーパー（営業担当） ・４月以降は当然買い控えが予想される。２、３月のプラス
と４、５月のマイナスで帳尻があえば良いが、４月以降の消
費マインドが読めない。消費税増税により、内食需要が高く
なれば、生鮮食品を中心とした食品スーパーへの影響は長く
は続かないかもしれない。

コンビニ（経営者） ・近隣コンビニオーナーとの会話のなかにも景気上向きの話
はない。しばらくは現在の状態が続くとみられる。

コンビニ（エリア担
当）

・今後も競争店出店は続く。

コンビニ（店長） ・来客数は伸長する時期であり期待したい反面、競合店の出
店も控えており、状況は依然として厳しい。

衣料品専門店（経営
者）

・４月以降の受注減が懸念されるが、公共投資などで景気回
復を願う。

衣料品専門店（経営
者）

・決して良くなることはなく、変わらない、もしくは悪くな
る。

衣料品専門店（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要が少ない分、増税後の反動は
少ないと予測できるが、今までの経緯から、天候次第でカ
ジュアル衣料の売上が左右されると考えられる。

衣料品専門店（総務担
当）

・消費税増税前の高額商品購入の反動で、消費活動が低下す
る懸念がある。

家電量販店（店長） ・４月以降、消費税増税前の駆け込み需要の反動が出てく
る。

乗用車販売店（経営
者）

・４～６月は消費税の影響をもろに受け、低迷が予想され
る。見込み客の掘り起こしを再度展開していきたい。

自動車備品販売店（経
営者）

・現在の動きから見て、４～６月の繁忙期は前年より悪くな
ることが予想される。

その他専門店［靴］
（従業員）

・消費税増税の影響がどこまであるのか読めない。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・消費税増税後の反動が考えられるが、石油製品の性質上、
極端な買いだめは難しいため、半月程度で従来の消費動向に
戻りそうである。当県の場合、復興需要が相変わらず見込め
るため、常用は上向きで推移しそうであるが、新年度予算の
執行までのタイムラグがあるため、２～３か月は横ばいが予
想される。

一般レストラン（経営
者）

・４月から消費税率が上がるので景気が良くなることは考え
られず、期待をこめて横ばいと予想している。消費税増税に
よりどのような動きになるか読めない。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・景気を底上げするような動きもないので変わらない。

旅行代理店（経営者） ・旅行業界では駆け込み需要や消費税増税による行き控えと
いったことはないだろうが、現在の状況からみると、大きく
は改善しないと予想している。月によってかなりの波があ
る。

家計
動向
関連

(東北)



旅行代理店（従業員） ・様子見の傾向が強い。
タクシー運転手 ・４月に消費税率が上がるが、その反動が落ち着けばそのま

ま良い方向に行き、今と変わらない状況になる。
通信会社（営業担当） ・良くなる材料に乏しく、好転は期待できない。
通信会社（営業担当） ・駆け込み加入者は少なく新規契約者も特に見込めないが、

解約者も減少傾向にあるため、落ち着いた状態で推移すると
みている。しばらくは節約傾向が続くので、売上にもあまり
変化は見られないと考えている。

通信会社（営業担当） ・消費税増税の影響が出てくる。
テーマパーク（職員） ・一時的な買い控えはあっても、次第に消費者は増税金額に

慣れてくるため、今の状況が特に変わることはない。
設計事務所（経営者） ・住宅以外の工事を主にしている業者のなかには、少し先が

見えてきたといったような話をする人もいるが、もう少し現
状維持の状態が続くとみている。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・やはり４月からの消費税増税が全体的に厳しさを招くのは
必至である。

商店街（代表者） ・４月より消費税率が上がり、当然駆け込み需要の反動が出
てくる。特に商店街、専門店などは買い控え傾向が著しくな
ると予想されるため、非常に不安である。

商店街（代表者） ・消費者は消費税率３％引上げに対して、それ以上の生活防
衛意識を持っている様子がうかがえることから、この先数か
月は消費が停滞すると予想している。

一般小売店［雑貨］
（経営者）

・消費税増税前の買いだめの反動で、増税後は買い控えが起
きる。

百貨店（売場主任） ・消費税増税後の実生活に掛かってくる負担を感じるなか
で、当面財布のひもは固くなる。

百貨店（総務担当） ・今月の販売額、売上高が想定以上に大きく出ているという
ことは、消費税増税後の４月以降の需要の先食い、前倒し需
要といった意味合いが非常に大きい。その分、４月以降に悪
い影響が出てくる。

百貨店（営業担当） ・４月の消費税増税後は消費が落ち込むものと想定される。
百貨店（売場担当） ・消費税増税により前倒しで売上が上がっている影響は、当

然４月以降の購買に出てくる。２、３か月は厳しい状況が予
想されるが、徐々に回復するとみている。

百貨店（経営者） ・消費税増税、競合商業施設の新規オープンなどを考える
と、直近２～３か月は悪い方向に影響を受けそうである。た
だし、消費税増税の影響は、３％から５％への増税時と比べ
ると限定的と考えられる。

スーパー（店長） ・４月からの消費税増税後の家庭内備蓄在庫が消化されるま
では、一時的に買上点数などが低迷し、業績に影響が出るこ
とが予想される。

スーパー（店長） ・消費税増税で買いだめ需要があったので、その反動で４、
５月は買上点数が下落すると懸念している。

スーパー（店長） ・消費税増税前のまとめ買い商品を中心に販売数は伸び悩
む。ただし、その状況は長くは続かず、回復すると予測して
いる。

スーパー（店長） ・消費税増税後の落ち込みは必ずあるので、２、３か月後ま
ではやや悪い状況が続く。

コンビニ（経営者） ・消費税増税によるたばこの20円アップはやはり影響が大き
いのではないか。たばことドリンクでワンコインでは済まな
くなるので、買上点数や販売量の減少につながる。落ち着く
までに２、３か月かかるのではないかと心配している。

コンビニ（エリア担
当）

・消費税増税後の買い控えの影響による単価低下を予測して
いる。

コンビニ（エリア担
当）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動による来客数の減少が
予測される。

コンビニ（店長） ・消費税率の引上げにより、４～６月は間違いなく前年を割
り込む。その後どうなっていくかというのは、４月の中旬以
降にならないと分からない。デフレになることは確実であ
る。

衣料品専門店（経営
者）

・消費税増税後は生活防衛意識が確実に高まる。特に衣料品
は買い控え対象商品となり、厳しい状況が続くと予想され
る。

家電量販店（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要により、景気が落ち込む。
家電量販店（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要の反動があり、やや悪くな

る。
乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動が出てくる可能性があ
る。

乗用車販売店（従業
員）

・消費税増税前に前倒しで購入した人が多いため、景気はや
や悪くなる。



乗用車販売店（従業
員）

・来月から消費税率が上がるので、購入を検討していた客は
もうとっくに買い終わっている。そのため、４～６月はかな
り冷え込む。

住関連専門店（経営
者）

・消費税増税の影響で落ち込む。どの程度の影響があるか見
通せず、非常に不安である。

住関連専門店（経営
者）

・当店のような小さな店では想像していなかったのだが、消
費税増税前の駆け込み需要が結構あった。３か月後は反動が
あるのではないかと予想している。

その他専門店［酒］
（経営者）

・消費税増税の影響が出てくる。また、地元農家もＴＰＰ対
応や減反廃止等に向けての動きに伴い、消費が冷え込む可能
性がある。見通しは厳しいと言わざるを得ない。

その他専門店［パソコ
ン］（経営者）

・様子見による買い控えが多くなることが予想される。便乗
して商品自体の価格変更や質量の変更を行っているメーカー
も多いため、市場が落ち着くまでは落ち込むことが考えられ
る。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動と長引く原発問題によ
り、景気はやや悪くなる。

その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・現在売上は好調に推移しているが、この反動は必ず出てく
ると考えている。４月以降の売上苦戦に関しては、社内にお
いても相当の危機感を持っている。

一般レストラン（経営
者）

・我々の商売でも若干消費税増税の影響が出てくるのではな
いかと考えている。３月よりは悪くなる。

一般レストラン（経営
者）

・消費税率は上がるが、収入はそれほど上がる気配がないと
いうことで、外出を控えるという話が客の間から聞こえてく
る。大幅に悪くなることはないとみるが、やはり増税の影響
は大きくなりそうである。

一般レストラン（経営
者）

・消費税増税前に高額商品を購入したり、商品を買いだめた
りしたため、消費は最小限に抑える人が多数いるとみてい
る。消費税８％に慣れるまでというわけではなく、消費を抑
えた生活に慣れる人が多くなるため、飲食店は打撃を受ける
ことが予想される。

スナック（経営者） ・今月で歓送迎会シーズンも一通りめどが付くので、団体で
動くことが極端に減ってくる。予約の状況も通常どおりの厳
しい状況に戻ることが予測される。

観光型ホテル（スタッ
フ）

・ゴールデンウィークもかなりの空き状況がある。また、定
期的に利用する客の予算のこともあり、消費税分を値上げで
きない状況である。単価上昇はしばらく見込めない。

観光型旅館（経営者） ・３月が前年並みとなったのは、消費税増税前の消費マイン
ドとやや人の動く季節であることが要因である。４月以降
は、消費税の負担増分が行楽や宿泊費の削減になっているせ
いか、前年よりも予約状況が悪い。

観光型旅館（スタッ
フ）

・消費税増税後は落ち込むとみられ、予約の件数も動きが鈍
い。夏前には需要の回復を見込んでいるが、４月から５月中
旬までは厳しいとみている。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・いよいよ消費税増税が目前に迫っているが、４～６月の第
１四半期は主力である宴会、婚礼、宿泊はいずれも例年と比
べても低調に推移している。仕入価格が上昇しているなかで
売価を上げたいところだが、客の動向に影響するためちゅう
ちょしている。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・以前から低価格販売が常態化しており、４月からの消費税
増税が予約状況に影響するようには見えない。しかし、原材
料価格及び備品消耗品の仕入れ価格の高騰はかなりのマイナ
ス要因となる。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・前年まで順調であった復興需要による利用はほぼ止まり、
来月の予約状況も前年を下回っている。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・４月からの消費税増税の影響は飲食業に大きく響いてく
る。２～３か月後に落ち着いているとは考えられない。

旅行代理店（店長） ・一時的とはみられるが、消費税増税の影響がある。
通信会社（営業担当） ・消費税増税により買い控えが発生し、ものが余る時期が続

く。売上は低迷し利益が薄くなる。
通信会社（営業担当） ・４月以降の消費税増税により、消費は大幅に冷え込むと予

想している。当面、景気の改善は期待できない。
通信会社（営業担当） ・消費税増税後の反動は確実に出てくる。政府の対応施策に

期待したい。
観光名所（職員） ・前回、消費税率が３％から５％に引き上げられた際は、買

い控えにより若干売上が落ちた。今回もやや悪くなるのでは
ないかとみている。

遊園地（経営者） ・料金は据置きとしているが、４月以降の客の行動は読めな
い。いつの段階で通常に戻るか注視している。

競艇場（職員） ・消費税の増税で趣味などにかける金額が減ることが予想さ
れる。



美容室（経営者） ・３月の駆け込み需要の反動は３か月では解消せず、夏前後
までかかるのではないか。厳しい状況が続くことになる。

美容室（経営者） ・消費税増税に伴い、施術料金も上げることになった。客足
がますます遠のくと予想している。

その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・消費税増税後の反動を懸念している。

その他住宅［リフォー
ム］（従業員）

・消費税増税に伴い、特に税率変更直後は相当の冷え込みが
予想される。

悪くなる 商店街（代表者） ・４月以降の予約は皆無に近い。かなりひどい状態になるの
ではないか。

商店街（代表者） ・消費税増税後は相当に景気が落ち込む。４月からどのくら
い下がり、どのくらいで回復していくのか、予測は不可能で
ある。

一般小売店［書籍］
（経営者）

・消費税増税後の動向については、現在の状況からみて消費
マインドは停滞することが予想されており、更に厳しくな
る。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・３月末日まで駆け込みで買物をした人々が非常に多いの
で、その商品を使い切るまではなかなか次の消費には回ら
ず、売上は当然下がる。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・ガソリンや灯油の価格が上がってきているが、ここのとこ
ろ足元では、生薬などの価格も高騰してきている。４月には
消費税率の引上げもあるが、今後の物価上昇は増税分にとど
まらない。一方で給与の額は、上がる見通しもなく、多くの
消費者は更に経済的な余裕を失うのではないか。

百貨店（営業担当） ・消費税増税前の駆け込み需要の反動で、購買意欲は明らか
に下がる。高額商品などアイテムによっては売上が前年の５
割を割り込むことも予測される。ただし、６月くらいからは
中元商戦も始まることから、購買動機のきっかけとなり、少
しずつ回復するとみている。

百貨店（買付担当） ・消費税増税前の駆け込み需要の反動は当分の間続くことが
想定される。

百貨店（経営者） ・３月の好調アイテムは、消費税増税後に反動減が確実に表
れる。ただし、宝飾時計などの高額商品などは、増税前の駆
け込み需要としての増加以上に、株価の変動に大きく左右さ
れると予測しているため、４月以降の経済動向次第では、減
少率や冷え込み期間にも変化が出ると判断している。

百貨店（経営者） ・消費税増税に関しては駆け込み需要があまり見られないの
で、反動は少ないかもしれない。しかし、ベースアップとな
る企業は少数派とみられるため、増税は家計の圧迫要因とな
る。また、外部環境の不確実性とアベノミクスの幻想も剥げ
てきていることから、今後は徐々に景気が悪化していく。

スーパー（経営者） ・消費税増税前の駆け込み需要の反動が４月から発生し、６
月ごろもまだ増税前の水準に戻らないのではないかとみてい
る。

スーパー（経営者） ・現在、大型商品、日持ちする商品、高単価商品が出ている
ため、その反動減が生じることが見込まれる。しかし、食品
に関していえば、他の業種に比べて回復は早いとみている。

スーパー（店長） ・現在の消費税増税前の買い置き需要は一時的なもので、増
税後、ゴールデンウィークにいささか持ち直しても、すぐに
節約志向が高まるとみている。特に、近隣に大型の競合店の
出店が相次ぐため、現状を維持することはかなり困難であ
る。

スーパー（店長） ・現在、買い置き品が売れているので、消費税増税後はその
反動で厳しくなる。

スーパー（総務担当） ・消費税増税前の駆け込み需要で今月の売上は伸びている
が、４月から３か月くらいは消費が低迷することが予想され
る。

コンビニ（経営者） ・４月から消費税率が８％になる。田舎の場合は一般企業も
給料が上がっていないので、そういった意味ではかなり厳し
くなることが予想される。

コンビニ（エリア担
当）

・４、５月に関しては、いかにしても消費は落ち込む。

衣料品専門店（経営
者）

・消費税率が上がると、食料品や生活用品が第一で、洋服な
どはぜいたく品とされ、売上が厳しくなるのではないかと予
想する。

衣料品専門店（店長） ・我々はファッション業でもあるので、消費税増税による駆
け込み需要が終わって、その反動で３か月くらいは前年や計
画を維持するのが厳しい状況が続く。一般食料品などに比べ
て立ち上がりが少し遅く、３か月から半年くらいは厳しい状
況が続くのではないかと予測している。

衣料品専門店（店長） ・消費税増税後は一気に買い控えが出てくる。



家電量販店（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要で、白物家電全体で販売量が
前年比180％と伸びている。特にエアコンや大型冷蔵庫は先
食い的に販売しているので３か月～半年は影響が残るとみて
いる。また、パソコン本体もウィンドウズＸＰ問題で買換え
が進み150％と伸びているが、これも先食いのため今後半年
くらいは影響が残る。

乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要で先食いされている。また、
代替需要の発生も期待薄で、これからは20～30％程度の反動
減は避けられないのではないかと考えている。

乗用車販売店（経営
者）

・１～２か月は受注残で販売台数の落ち込みは抑えられる
が、受注の減少が既に始まっていることから、５月以降は深
刻な販売減が予想される。

乗用車販売店（店長） ・需要の先食い感が鮮明で、新車部門に明確な手は打ててい
ない。車検などのサービス入庫ですら買い叩かれる状況がし
ばらく続く。

乗用車販売店（店長） ・車の買換え検討客は消費税増税前に購入しており、これか
らは販売量、来客数共に減少が避けられない状況にある。

住関連専門店（経営
者）

・現在は消費税増税前なので高額商品が売れているが、その
反動で４～６月の３か月間は３月よりは相当落ち込むだろう
と考えている。

その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・消費税増税前の購入熱が冷めた後の失速がどの程度なのか
予測がつかない。いずれにしても下がるのは覚悟している。

高級レストラン（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動で、景気は非常に冷え
込む。

高級レストラン（支配
人）

・しばらくの間、高額な外食関係は冷え込む。

良くなる － －
やや良くなる 繊維工業（経営者） ・復興事業などはしばらくは良いとみられるので、先行きと

しては良い方向に行っている。
金融業（営業担当） ・マインドは改善してきている。
その他企業［工場施設
管理］（従業員）

・残業規制は継続中だが、今までにない新たな来客も増え、
取引は活発のようであることから、上昇傾向にあることがう
かがえる。

変わらない 食料品製造業（経営
者）

・牛タンは人気のある商品としてかなりの客に注目されてい
る。好調さは持続していくと考えている。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・製品開発は加速しつつあるが、２、３か月先ではその影響
はまだ現れない。大きな変化要因は見当たらない。

建設業（経営者） ・受注残がある。さらに、リフォームを実施している隣近所
に触発されるなどムード的なこともあるようなので、好調を
維持できそうである。

建設業（企画担当） ・技術者不足、労務者不足、資材価格の高騰などの悪材料が
あるが、現状維持でしばらく続くものと予想される。

通信業（営業担当） ・契約の切替えなど、不安要因はぬぐい切れない。継続して
営業努力でカバーしていくほかなく、予断を許さない状況で
ある。

通信業（営業担当） ・政治次第である。
やや悪くなる 農林水産業（従業者） ・４月からの消費税増税前に生産資材の購入がなされた。し

かし、農家としては今までどおりの所得があるか今後が不安
である。

農林水産業（従業者） ・消費税増税により農薬、肥料、その他資材が値上がりする
ものの、農産物の販売価格に転嫁することは難しい。

食料品製造業（経営
者）

・消費税増税の影響がどのように出るかにより、悪くなるか
もしれない。

食料品製造業（総務担
当）

・消費税増税は安価なし好品にも必ず影響が及ぶ。今月の好
調の反動で前年割れも懸念される。

食料品製造業（営業担
当）

・消費税増税後の販売量減少が予想される。

木材木製品製造業（経
営者）

・住宅の部材の需要減が続く。

出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・消費税増税による買い控えや値下げ交渉が予想される。

土石製品製造販売（従
業員）

・原材料費、輸送代、燃料費の値上げを考えると一時は落ち
込む。工場で稼働する上でも値上げにより厳しい状況になる
ことが考えられる。

一般機械器具製造業
（経営者）

・自動車部品については、国内向けは駆け込み需要の反動か
ら受注が減少することが予測される。また、新興国において
は景況感の悪化により、日本から供給している部品の受注が
減っていくことが予測される。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・受注残もあることからすぐに大きく落ち込むことはない
が、消費税増税の影響は出てくる。４月以降の受注状況は不
透明なところが多い。

企業
動向
関連

(東北)



建設業（従業員） ・年度をまたいで発注されている公共工事の受注が確定する
見込みだが、大型公共事業の発注が一巡したため、受注量は
若干低下して推移すると想定される。また一方で、受注者側
の施工能力オーバーによる入札不調も懸念される。

輸送業（経営者） ・消費税増税前の駆け込み需要に期待をしていたが、物量は
そんなに変わりなく、増税後は物量の動きが悪くなる見通し
である。

金融業（広報担当） ・消費税増税前の駆け込み需要の反動が出てくる。
広告業協会（役員） ・４月は例年広告の少ない時期ではあるが、今年は特に様子

見ムードが広告主の間で広がっている。７月に大型の家具、
インテリア店のオープンが予定されており、近隣の商業地域
では相乗効果を期待して活発な広告が展開されるものと予想
される。

広告代理店（経営者） ・現在の好調は消費税率引上げに伴う駆け込み需要によるも
のである。

経営コンサルタント ・少なからず消費税増税後の反動が予想される。
司法書士 ・将来的な新築住宅建設に絡む依頼が減少している。金融機

関や工務店などからも、４月以降の新規着工案件が少ないと
いう声を聞くことが多い。

公認会計士 ・小売は４月以降売上が落ち込む。建設は堅調に推移すると
みられるが、小売の落ち込みをカバーできず、一時的に景気
は後退する。

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要の反動、特にし好品である酒
類、外食への影響は大きいと予想する。

その他企業［企画業］
（経営者）

・消費税増税後の購買落ち込みの影響は無視できない。た
だ、住宅設備機器は景気に左右されにくい側面もあるので、
現在よりやや悪くなるとの見通しをたてている。

金属工業協同組合（職
員）

・消費税増税による景気の落ち込みが予想されることから、
ユーザーの様子見がみられ、受注減かつコスト削減の要請が
強まるとみている。

悪くなる 出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・消費税増税前の駆け込み需要が一段落して、４～６月にか
けては売上が大きく減少することが予想される。

通信業（営業担当） ・消費税増税による買い控えが起こる。
広告代理店（経営者） ・消費税増税による影響が出てくる。
コピーサービス業（経
営者）

・消費税率が上がり、買い控えが多く見られるような状況に
なる。

良くなる ○ ○
やや良くなる アウトソーシング企業

（社員）
・４月も既に仕事が何件か入っており、例年よりも良い。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・採用活動を継続して行う企業は多いが、塾、小売、外食と
いった業種では４月からの消費税増税に伴って様子を見ると
いうような経営者も多い。積極的な投資や求人数を増やすと
いうような動きにはつながっていない。

人材派遣会社（社員） ・求人数はこれからも減ることはないとみているが、求職者
数が減少傾向にありミスマッチは続く。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・期待を込めての予想ではあるが、消費税増税による景気後
退も限定的で、採用意欲は続くのではないか。

職業安定所（職員） ・企業に採用意欲がうかがえない。
職業安定所（職員） ・賃金引上げは部分的に行われているが、消費税率引上げ後

の生活実態や求人マインドなど、不確実な要素もある。
職業安定所（職員） ・有効求人数は７か月連続、前年比１けた増加となって落ち

着いている。24年８月からほぼ同数で推移している。ただ
し、３月から４月にかけて２つの事業所で130人の企業整備
が行われるといった不安材料もある。

職業安定所（職員） ・引き続き新規求人数は好調に推移するとみているが、全体
的には景気が上向いていく実感はない。

やや悪くなる 人材派遣会社（社員） ・現在の下向き感に相まって、受注の成約率が低迷している
現状を上向きに変える要因がない。２、３か月先の景気観は
やや悪い。

人材派遣会社（社員） ・消費税増税の駆け込み需要が出ている反面、増税後の影響
に対する不安感があると顧客から多く聞く。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・求人数も減少気味で、その先の需要が落ちているのが現状
である。ただ、期待度も含め、夏場以降の持ち直しを唱える
地元企業も増えてきている。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・消費税率引上げと年度初めで、しばらくの間は様子見にな
るのはやむを得ない。

職業安定所（職員） ・４月からの消費税増税により消費が落ち込み、求人が減少
していくのではとの不安がある。

雇用
関連

(東北)



職業安定所（職員） ・求職では特に目立った企業整備の情報などはなく、求職者
の急激な増加はないとみられる。一方、求人では、消費税増
税の影響で売上の低下が見込まれ、しばらくは求人を控える
ことも予想され、求人数減少が考えられる。

職業安定所（職員） ・４月に消費税率引上げを控えており、その反動で４月以降
は求人数が減少することが予想される。求職者も３月以降増
加し、求人倍率は悪化するとみられる。

職業安定所（職員） ・卸小売業において、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動
を懸念する企業が見受けられる。

民間職業紹介機関（職
員）

・消費税率アップの影響が出てくる。

悪くなる 新聞社［求人広告］
（担当者）

・長期的には上向きに間違いないが、消費税増税の影響が出
て、一時的に冷え込むことが予想される。


